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令和5年度「スマホやPC、ゲーム機等とのよりよい関わりに向けたアンケート」が実施された。 

「１ アンケート結果（諏訪市分）について」を踏まえ、情報モラル教育に関する以下の 4 つの視点か

ら今後の情報モラル教育や取り組みの方向性を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ アンケート結果（諏訪市分）について 

Ⅰ 趣旨 

  教員や小児科医らで構成する「子どもとメディア信州」と長野県・長野県教育委員会が、児童生徒のＩ

ＣＴ機器の利用実態や保護者の認識を把握し、安全安心かつ積極的な利活用の推進にむけた検討資料と

するため、令和２年度から本調査を実施している。 

 

Ⅱ 調査対象及び回答数 

調査対象 回答数（人） 学年別内訳（人） 

小学生 742 3 年生 185 、4年生193 、5年生167 、6年生 197 

中学生 700 1 年生 242 、2年生219 、3年生239 

保護者 
小 267 3 年生 62 、4年生 68 、5年生 75 、6年生 62 

中  81 1 年生 31 、2年生 22 、3年生 28 

合計 1,790  

 

Ⅲ 実施時期および調査方法 

 ・児童生徒調査は5月～9月に各学校で1人1台端末からフォームに入力して回答 

 ・保護者調査は7・8月に学校を通じて協力を呼びかけ、所持する端末からフォームに入力して回答 

 

  

資料 3 

【情報社会の倫理】 

情報に関する自他の権利を尊重して責任ある行動を取る態度を身に付ける。 

【法の理解と遵守】 

情報社会におけるルールやマナー、法律があることを理解し、それらを守ろうとする態度を身に付ける。 

【安全への知恵】 

情報社会の危険から身を守り、危険を予測し，被害を予防する知識や態度を身に付ける。 

【情報セキュリティ】 

生活の中で必要となる情報セキュリティの基本的な考え方，情報セキュリティを確保するための対策・対 

応についての知識を身に付ける。 
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Ⅳ 調査結果 

１ スマートフォンの所有とＩＣＴ機器の用途、使用時間など 

（１）スマートフォンの所有状況  （児童生徒 単一回答 単位：％） 
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自分だけが使えるスマホを持っている 家族と一緒に使えるスマホがある 自分が使えるスマホはない

・長野県と比較すると、「自分だけが使えるスマホがある」と答えた児童は、小３で５ポイント高いが 

小４～６は同程度である。中学生は、中１が６ポイント高いがその他の学年では同程度である。 

・昨年度と比較すると、「自分だけが使えるスマホがある」と答えた児童生徒の割合は全体的に増加傾 

向だが、その中でも特に中１では１０ポイント程度高くなっている。 
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（２）ＩＣＴ機器の用途  

①学年別「スマホやパソコン、タブレットでよくやっていること」（児童生徒 複数回答 単位：％） 

②よくやっているＳＮＳ（児童生徒・複数回答 単位：％） 

  LINE Instergram Twitter TikTok Facebook 位置アプリ メタバース 

小学生 22.6  4.2  3.9  16.7  1.8  1.3  1.1  

中学生 63.9  34.9  25.4  40.9  4.9  3.4  3.0  

 

 

 

 

 

（３）何時間使用しているか（平日・学習）について（児童生徒 単位：%） 

  1時間未満 1～2時間 2～3時間 3～4時間 4～5時間 5～6時間 6時間以上 

小学生 79.0  10.5  3.8  2.3  1.5  1.2  1.8  

中学生 78.1  11.1  4.1  2.7  1.3  0.6  2.0  

 

 

・ICT 機器の用途は、動画の視聴やゲームが上位となっているが、SNS の使用は中学生になると倍

以上になり、中３になるとゲームより多くなる。 

・昨年度と比較すると、SNS の使用は中１で１０ポイント程度高くなっている。それ以外は全体的

に同じ傾向である。 

・学習における使用は、約８割の小中学生が１時間未満である。 

・昨年度と比較すると、小学生では１時間未満の使用が５ポイント程度減り、それ以上の時間使用 

している割合が増えている。中学生では大きな変化は見られない。 
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（４）何時間使用しているか（平日・学習以外）について（児童生徒 単一回答 単位：%） 

 

 

 

 

（５）何時ころまで使用しているか（平日・学習以外）について（児童生徒 単一回答 単位：％） 

  8時前 9時 10時 11時 12時 1時 2時 3時過ぎ 

小学生 42.3  34.9  15.0  4.3  1.6  0.8  0.3  0.8  

中学生 10.9  25.2  30.3  18.2  9.7  2.7  1.4  1.7  

 

 

２ 児童生徒と保護者の認識 

 

 

（６）ネットトラブルについて 

①スマホを使って困った（心配な）事は？（児童生徒 複数回答 単位：％） 
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・小学生では 7 割程度が 2 時間以内の利用である。中学生になると利用時間が全体的に増加傾向となっ

ている。 

・昨年度と比較すると、夜１０時以降も使用している児童生徒の割合は、小学生で２ポイント、中学生で

１０ポイント増えている。 
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・小学生では 7 割程度が 2 時間以内の利用である。中学生になると利用時間が全体的に増加傾向となっ

ている。 

・昨年度と比較しても小学生・中学生ともに大きな変化は見られない。 
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②お子様に実際にトラブルが起きたことはありますか（保護者 複数回答 単位：％） 
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③トラブルが起きた時どうしたいか（どうしたか）（児童生徒 複数回答 単位：％） 
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・スマホ等を使って困った(心配な）事が「とくにない」と答えた児童生徒は５割程度であるのに対し、

トラブルが「起きていない」と認識している保護者は９割程度であった。 

・昨年度と比較しても、発生したトラブルの内訳（割合）に大きな変化は見られない。 
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④トラブルが起きた時どうしたいか（どうしたか）（保護者 複数回答 単位：％） 

 

 

 

  

・児童生徒は「家族に相談する」という回答がどの学年でも最も多かった。保護者の相談先は「相談窓

口や警察」や「学校に相談する」という回答が多かった。  

・児童生徒の 1 割程度が「人に相談しない」と回答している。 

・児童生徒・保護者ともに長野県と同じ傾向である。 

・昨年度と比較しても、全体的な傾向に大きな変化は見られない。 
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（７）家庭でのルールや約束について 

①家庭での使い方のルールや約束について心がけたことや意識したことはありますか 

（保護者 単一回答 単位：％） 

②お子さんの ICT機器の使用を、アプリなどによって制限していますか？ 

（保護者 複数回答 単位：％） 
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③子どものスマホの利用について考えるときに参考にしたことはありますか？ 

（保護者 複数回答 単位：％） 

 

 

 

 

 

 

  

・子どもの ICT 機器利用の制限について、保護者が決める（子どもと相談をして決めたものを含む） 

割合に対して、子ども自身が制限をかけている割合は非常に低い。 

・保護者の半数がルールや約束づくりの際に「親子で話し合って決めた」と回答している。 

・県と比較すると、中学生の場合、親子で話し合ってルールを決めたと答える割合が高い。 

・子どものスマホ利用を考える時、ネットの情報、学校からの資料や同世代の保護者からの情報を参考

にすることが多い。 

・昨年度と比較しても、全体的な傾向に大きな変化は見られない。 
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２ 参考 

Ⅰ OECD生徒の学習到達度調査 PISA2022 の結果（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

  

PISA 調査結果を踏まえた文部科学省の取組（抜粋） 

出典：PISA2022 のポイント（国立教育政策研究所） 
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Ⅱ 文部科学省 生成 AI の利用に関する暫定的なガイドライン（抜粋） 

 

 

 出典：初等中等教育段階における生成 AI の利用に関する暫定的なガイドライン ver1.0 

（文部科学省初等中等教育局） 


